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原　ಠ
̠つ病が患者の家族に̹ͣ͜す影響と̷のచੜについて 
Ƚ̠つ病を有する子̓͜を͜つ૶のࢊ̥ͤͣȽ
原田ဇࣝ1），吉野淳一2），澤田いずみ2）
1）ढ़ི֓ش大学大学֭༗健֓療学研究ش博士課程後期 
2）ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部看護学ش　　　　　　　
　本研究の目的は，うつපがױ者の家଒にどのようなӨڹをもたらしているのか，また家଒はどのように
対ॲしているのかについて明らかにすることにある．対象者は医師からうつපと診断または説明を受けて
いる子どもの਌6名である．方法は半ߏ଄Խ໘接を実施し，分ੳには修正版άラ΢ンデッド・セオリー・
アプϩーチを用いた．結果，うつපが家଒にもたらしたӨڹとして18֓೦が生成され，ʰ 家଒成員間にお
けるෆՄආな͗くしΌくした時間とෆ変的なܨがりʱなど，3カテΰリーがந出された．うつපへの対ॲ
として14֓೦が生成され，ʰ うつのප状に合わせて手୳りのέアを実践するʱなどの3カテΰリーがந出さ
れた．うつපױ者の家଒は，うつපから༷ʑなӨڹを受けながらもݽ立することなく家଒同࢜や地域ࣾ会
とつながると同時に，うつの子どもと程޷いڑ཭を保つことができていた．これらによͬてうつපױ者の
家଒のέアに൐う負担がܰくなͬたり，関係ੑをܧ続させることがՄೳになͬたとਪ࡯する．
キーワード：うつප，ױ者の家଒，Өڹ，対ॲ
Influences of patients with depression on family members and their coping strategies. 
ȽŕũŦ ŦŹűŦųŪŦůŤŦŴ Űŧ űŢųŦůŵŴ Űŧ ŤũŪŭťųŦů ŸŪŵũ ťŦűųŦŴŴŪŰůȽ
Yuka HARADA1), Junichi YOSHINO2), Izumi SAWADA2)
1）Doctoral Program, Graduate School of Health Sciences, Sapporo Medical University 
2）Department of Nursing, School of Health Sciences, Sapporo Medical University
ŕũŦ űŶųűŰŴŦ Űŧ ŵũŪŴ ŴŵŶťź ŸŢŴ ŵŰ ŦŹűŭŰųŦ ũŰŸ ŵũŦ ŧŢŮŪŭŪŦŴ Űŧ űŢŵŪŦůŵŴ ŸŪŵũ ťŦűųŦŴŴŪŰů ŢųŦ ŢŧŧŦŤŵŦť ţź ŵũŦ 
ťŦűųŦŴŴŪŰůĭ Ţůť ũŰŸ ŵũŦź ťŦŢŭ ŸŪŵũ ŪŵŴ ŪůŧŭŶŦůŤŦį  ŕũŦ űŢųŵŪŤŪűŢůŵŴ ŸŦųŦ űŢųŦůŵŴ ŸũŰ ũŢť ŤũŪŭťųŦů ŸũŰ ŸŦųŦ 
ťŪŢŨůŰŴŦť ŢŴ ťŦűųŦŴŴŦťį ŔŪŹ űŢųŦůŵŴ űŢųŵŪŤŪűŢŵŦť Ūů ŴŦŮŪĮŴŵųŶŤŵŶųŦť ŪůŵŦųŷŪŦŸŴį  ŕũŦ ťŢŵŢ ŰţŵŢŪůŦť ŸŦųŦ 
qualitatively analyzed using a modified grounded theory approach.  
ŕũŦ ųŦŴŶŭŵŴ ŸŦųŦ ŢŴ ŧŰŭŭŰŸŴĻ ŵũŦ ŪůŧŭŶŦůŤŦŴ Űŧ ťŦűųŦŴŴŪŰů Űů ŧŢŮŪŭź ŮŦŮţŦųŴ ŸŦųŦ ŤŰŮűųŪŴŦť Űŧ 3 categories 
and 18 ŤŰůŤŦűŵŴį ŕũŦŴŦ ŵũųŦŦ ŤŢŵŦŨŰųŪŦŴ ŸŦųŦ ȨŵũŦ ŶůŢŷŰŪťŢţŭŦ ŴŵųŢŪů ŰŤŤŶųųŪůŨ Ţůť ŦůťŶųŪůŨ ŤŰůůŦŤŵŪŰů 
among family members” and so on.
Family coping with the influence of depression was comprised of 3 categories and 14　ŤŰůŤŦűŵŴį ŕũŦŴŦ ŵũųŦŦ 
ŤŢŵŦŨŰųŪŦŴ ŸŦųŦ ȨűųŢŤŵŪŤŦ ŤŢųŦ ŸũŪŭŦ ŢŵŵŦŮűŵŪůŨ ŵŰ ťŦŢŭ ŸŪŵũ ŵũŦ ŵŰ ŴźŮűŵŰŮŴ Űŧ ťŦűųŦŴŴŪŰůȩ Ţůť ŴŰ Űůį
Family members of patients with depression were influenced variously by the depression, but neither the 
űŢŵŪŦůŵŴ ůŰų ŧŢŮŪŭź ŮŦŮţŦųŴ ŸŦųŦ ŪŴŰŭŢŵŦťį  ŕũŦź ŸŦųŦ ŢţŭŦ ŵŰ ŮŢŪůŵŢŪů Ţ ŮŰťŦųŢŵŦ ťŪŴŵŢůŤŦ ŧųŰŮ ŵũŦ ŧŢŮŪŭź 
member with depression as well as other family members and were able to connect with their communities.  
ŕũŪŴ ŪŴ űųŦŴŶŮŦť ŵŰ ũŢŷŦ ŮŢťŦ Ūŵ űŰŴŴŪţŭŦ ŵŰ ųŦťŶŤŦ ŵũŦ ţŶųťŦů Űŧ ŤŢųŪůŨ ŧŰų ŧŢŮŪŭź ŮŦŮţŦųŴ Űŧ ťŦűųŦŴŴŦť 
patients and to continue the relationships among the family members.
ŌŦź ŸŰųťŴ：DŦűųŦŴŴŪŰůĭ ŧŢŮŪŭź ŮŦŮţŦųŴ Űŧ űŢŵŪŦůŵŴĭ ŪůŧŭŶŦůŤŦŴĭ ŤŰűŪůŨ
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原田༝香，吉野淳一，澤田いずみ
Ⅰȅ͉ ̲ ͛ に
　うつපの基本症状は，཈うつ気分をओ症状とするものの，
意ཉ障害やࢥߟ障害，身体機ೳの障害といͬたଟ༷な症状
が出現する．また，生֔有ප཰ならびに࠶発཰は共にߴ
く１）２），年代別にみると働き੝りで子ҭてੈ代でもある成
人期にあるうつපױ者が大半を઎めており３），うつපによ
る経ࡁ的ଛࣦは大きいと言われている４）．そのためうつප
は，ױ者にとͬてਂࠁなපであると同時に，家ఉ内ならび
にࣾ会全体にまで大きなӨڹをもたらす࣬ױであると言え
る．実際にうつපױ者と同ډしている家଒の40ˋ以上は，
Կらかの৺理療法的な介入が必要なほどਫ਼ਆ的ۤ௧をײじ
ていたという報告５）や，一般の人ʑとൺֱし，うつපױ者
の配ۮ者の生活の࣭はࣾ会໘とਫ਼ਆ໘において有意に௿く
６），家଒機ೳはୀ院後1年経ա後もෆ健߁な状態のままで
あͬたこと７）などが報告されている．したがͬて，うつප
は，ױ者本人ͩけでなくその家଒のਫ਼ਆ健߁にもॏ大なӨ
ڹをもたらしていると言える．
　しかし，うつපױ者の家଒は，ױ者の支援者としてଊえ
られがͪであり，うつපが家଒にもたらすӨڹや家଒自身
の対ॲ౒ྗの理ղはまͩे分ではない．加えてうつපױ者
の日ৗ生活支援をとおしてかかわることのଟい看護師ら
も，うつපױ者に対するかかわりにくさ８）やප状理ղの೉
しさ９）をײじていることが報告されている．
　以上のことから，家଒の؍఺からうつපが家଒にもたら
すӨڹとその対ॲについて明らかにし，看護への示ࠦを得
る必要があるとߟえる．
Ⅱȅ目　　　的
　うつපはױ者の家଒にどのようなӨڹをもたらしている
のか，またその家଒はどのようにうつපのもたらすӨڹに
対ॲしているのか，について明らかにする．
Ⅲȅဥࢊの定義
　うつපは「DSM-5に従い同診断基準の大うつපੑ障害
のૢ作的定ٛをみたすか，もしくは医師からうつපͩと説
明を受けている場合」とし，家଒を「うつපױ者と݂ԑな
いしࠗҽやཆ子ԑ૊による関係で結ばれた集合体であり，
おޓいに家଒と認識している集団で，人間が作る最小のࣾ
会的単位．同ډ・別ډは問わない．」と定ٛした．
Ⅳȅ研 究 方 法
ˍȅ研究చય者
　対象者はうつපを有する子どもとおޓいに਌子と認識し
あう間ฑで，਌の立場の家଒成員とした．બ定条件として，
ᶃ医療機関において医師からうつපと説明を受けた家଒成
員がいること，ᶄうつපのප状として4か月以上ਫ਼ਆ科ま
たは৺療内科の௨院ྺがあり，入院ྺの有ແは問わないが，
初発のٸੑ期を脱した状態で，存໋中であること，ᶅ自身
の子どもにىこͬたうつපに関する体験について自ݾ責任
において語ることがՄೳな人で，年ྸが20ࡀ～74ࡀの成人
期から࿝年期にある家଒成員であること，ᶆうつප発症以
降，うつපױ者との同ډの有ແ，うつපを有する子どもな
らびにおޓいに਌子と認識しあう਌の立場である家଒成員
の配ۮ者や子どもの有ແなどは問わない．
　আ外要件として，うつපの家଒成員に関しては，ซ発す
るਫ਼ਆ࣬ױを有するױ者，身体࣬ױに൐い二࣍的にうつප
をซ発したױ者はআ外した．また研究対象者であるうつප
の家଒成員を有する家଒の成員は，うつපなどのਫ਼ਆ࣬ױ
の診断を受けている者および後期ߴྸ者をআいた．
　研究協ྗの依頼方法は，ਫ਼ਆ科看護経験のある看護৬か
らの機ԑ法に加えて，スϊーϘーリンάサンプリンά法に
て対象を֦大した．これとฒ行し，ਫ਼ਆ科クリχックにお
いて施ઃ長と担当者に文書および口頭で研究झ旨や方法等
を説明し，研究協ྗに関するポスター掲示にて研究協ྗ者
をืると共に担当者から紹介を受けた．
ˎȅデータਓਬ方法
　データは1人につき1回60～90分程度の半ߏ଄Խ໘接を実
施し，ICϨコーダーに࿥Իしたものとした．ओなインタ
Ϗϡー内容は，うつපが家଒にもたらしたӨڹ，家଒の生
活全般における変Խ，変Խしたことへの対ॲについて，う
つපの対応方法，今後に対するر望や期଴することなどで
あͬた．
ˏȅデータ分析方法
　分ੳは「人間を対象にあるʠう͝きʡを説明する理論を
生成する方法」と言われており，実践的な活用がՄೳであ
るというಛ௃をもつ໦下の修正版άラ΢ンデッド・セオリ
ー・アプϩーチ10）（以下M-GTAと略す）を用いた．具体的
には生データのղऍによる֓೦を生成し，֓೦͝とに分ੳ
ワークシートを作成すると共に，֓೦以外の分ੳ上のアイ
デアをまとめた理論的メモをつけた．ղऍのዞ意ੑを๷ぐ
ために類ࣅ例と対ۃ例が๛෋にあるかを確かめながら֓೦
を生成した．まとまりのある֓೦にカテΰリー名を付け，
意ຯのղऍがଥ当か，ৗにデータに໭ͬて確認した．
ːȅ分析の信ှ性のږ༗
　ਫ਼ਆ科看護の専門科である指ಋ者2名よりスーύーϏジ
ϣンを受け，研究プϩセスの適切ੑを確認した．基ૅ情報
シート，ஞ語࿥等のデータऩ集および分ੳに用いた記࿥物
を監査証੻として保持し，研究者の意ࢥ決定のے道を明確
にした．
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うつපがױ者の家଒にもたらすӨڹとその対ॲについてʵうつපを有する子どもをもつ਌の語りからʵ
ˑȅႃ理的෻ၪ
　研究協ྗ依頼施ઃおよび研究協ྗ者に対して協ྗ依頼の
際に，研究のझ旨，研究協ྗの任意ੑ，研究協ྗに൐う利
益・ෆ利益，回答ڋ൱や協ྗఫ回の保障，プライόシーの
保護，研究成果の公表について文書及び口頭で説明し，同
意を得た．札幌医科大学研究倫理審査委員会の承認（27-2-
47）を得て実施しており，開示すべき利益相反はない．
˒ȅఏ当性
　インタϏϡーΨイドは，౷合ࣦ調症ױ者の家଒にプϨイ
ンタϏϡーを行い，回答のしやすさ，研究目的に適した回
答が得られるかについて，ଥ当ੑを検౼したものを࢖用し
た．
Ⅴȅࠫ　　　果
ˍȅ研究ފ力者のٽ要と࿂୪時間（ນˍ）
　協ྗ者はうつපを有する子どものいる50代～70代の母਌
が4名，෕਌が2名，ܭ6名の਌で，年ྸはฏۉ58.8ࡀであ
ͬた．健߁状態は，良޷，ී௨，あまり良くない，治療中
の4択から自ݾਃ告してもらͬた結果，全員がී௨もしく
は良޷の状態であͬた．うつපױ者は，ঁੑ5名，உੑ1名
でฏۉ年ྸ32.3ࡀ，ጶප期間は3～14年程度であͬた．同
ډの有ແについては3名が同ډ，3名が別ډであͬた．໘接
時間は62分～94分で，ฏۉ70分であͬた．
ˎȅ̠つ病が家族に̹ͣ͜し̹影響と̷のచੜ
　まず1人分のデータを௨読し，うつපが家଒にもたらし
たӨڹに関࿈のありそうな箇所にண目し，ண目箇所を協ྗ
者の行ҝや認識にরらしてղऍ，定ٛをして֓೦を生成し，
֓೦͝とに分ੳワークシートを作成した（表２）．その結
果，うつපが家଒にもたらしたӨڹとして18֓೦が生成さ
れ，それらを同時ฒ行で֓೦間の関係を検౼したとこΖ，
3カテΰリーがந出された．対ॲに関しては14֓೦が生成
され，3カテΰリーがந出された．
　֓೦間の関係をみると，うつපが家଒にもたらしたӨڹ
のʰうつපに対する家଒の認識の変容 ，ʱʰ 家଒成員間にお
けるෆՄආな͗くしΌくした時間とෆ変的なܨがり ，ʱʰ 子
どもがうつපになͬたことで༕慮する਌৺ʱの3カテΰリ
ーは，相ޓにӨڹしあͬていた．それらのӨڹに対し家଒
はʰうつの子どもと程޷いڑ཭を保つ ，ʱʰ 地域ࣾ会とのܨ
がりで支えられるʱという対ॲとӨڹしあいながらʰうつ
のප状に合わせて手୳りのέアを実践するʱという対ॲを
していた（図１）．
ນˍ　研究ފ力者のٽ要
研究協ྗ者（家଒） うつපױ者
同ډの有ແ
属ฑ 年ྸ ੑ別 健߁状態 属ฑ 年ྸ ੑ別 ጶප期間
a 母਌ 50代 ঁੑ 良޷ 長உ 30代 உੑ 4年程度 同ډ
b 母਌ 50代 ঁੑ ී௨ 長ঁ 20代 ঁੑ 3～4年 同ډ
c 母਌ 50代 ঁੑ 良޷ 長ঁ 30代 ঁੑ 3年程度 別ډ
d ෕਌ 50代 உੑ ී௨ 長ঁ 30代 ঁੑ 5 Ћʴ年 別ډ
e 母਌ 70代 ঁੑ 良޷ 長ঁ 40代 ঁੑ 14年 別ډ
f ෕਌ 50代 உੑ 良޷ 長ঁ 20代 ঁੑ 3年 同ډ
ນˎ　分析χー·シート႕
֓೦໊ ͏ͭͰ͋ͬͯ΋ຊਓͷࣗൃੑͱҙࢥΛଚॏ͢Δ
定　ٛ
うつの家଒に対するෆຬや৺配事，期଴など，Կも言わないように他の家଒は৺がけ，本人のしたいことをଚ
ॏしていること
ϰỸϦΤồγἀϯớ۩ମྫỜ
「ʜ前略ʜ本人がやりたいͬて言う෩にさせてあ͛る方が一番いいͩΖうから，それ（本人のやりたいこと）を
（਌が）બ択してこͬͪからどうこうͬていうのは，言わないͬていう෩にしたΜͩよͶ．そしてʢຊਓʹʣ·
͋೚ͤͯ，うΜ．ʜ後略ʜ」（d）
「す͝い自分が言いたいことはす͝くいう子なΜですけど，あΜまり別にԿかฉかれたくないとかしΌべりたく
なかͬたら໧ͬているので，ͩからそういうのが分かるので，はい．ͩからݴΘͳ͍ͬͯݴ͏͜ͱ͸͠Ό΂Γ
ͨ͘ͳ͍ͷ͔ͳͱࢥͬͯɼ͋Μ·Γฉ͔ͳ͍で，自分からԿか言ͬたらそのことにはす͝い࿩をしたりはした
Μですけど．」（a）
「みΜなAࢢでָしくやͬているのに，この子はずͬと৸てばͬかりいて．ͩからݩ気な時は൴ࢯと༡
びに行けばいいし，海に行けばいいしବ目になͬたら৸てれば良いͬてそういう気持ͪͩけでしたͶ．
ʜ中略ʜສが一໋をམとしてもしΐうがない，それまでࣗ༝ʹ͓ͤͯ͜͞͏ͬてそういう෩に決めたΜ
です，（෉්）二人で．ʜ中略ʜとにかく今をָしくやりましΐうͬて，ָしい時にはָしΜで，体調่
した時は৸ていれば良いͬて，そればͬかりでしたͶ．」（c）
理論的
メモ
うつであͬても子どもの自発ੑと意ࢥをଚॏする決断は本人に委Ͷる，一任する．ױ者にୗす，決定を負わない．
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　以下，カテΰリーをʰ　 ，ʱ֓೦をʲ　 ，ʳ֓೦の定ٛを
ʪ　ʫ，データを「　」で示す．（　）内の言葉は，状گを
補଍するために研究者が௥加したものである．
ˍ）̠つ病が家族に̹ͣ͜し̹影響
（ˍ） ȸ家族成֥間におけるະخ๰̨̈́くし͝くし̹時間と
ະ変的̈́ࠒがͤȹ
　このカテΰリーには，うつපױ者の家଒がうつපから，
ʲͿつかり合う，うつの່と෕ ，ʳʲ うつපによͬて生じた
家଒成員間のִたり ，ʳʲ 家଒成員間に生じたෆ協和Իʳと
いͬたωΨティϒなӨڹと，「それでもগしこうほぐした
かなͬていう．関係ੑは良くなͬてきているかなͬていう
のはありますͶ．」（e）のようにʲうつによͬて҉転/޷転
する家଒成員間の関係ʳというプラスのӨڹを受けていた
ことが含まれている．
　またʲ਌は๨れてしまう子どものうつでのۤ労ʳという
֓೦が含まれ，うつපױ者の家଒はέアの実践に൐う大変
さについては「みΜなؤுͬたよなとかࢥいながらさ，਌
は必ࢮͩから今ৼり返ͬても断ย的にしかࢥい出せないで
すもΜ．」(d)「前略ʜ人間ͬてこうその時は৭ʑࢥͬてい
てもଟ分Կ年かたつと๨れたいとࢥͬているから，๨れͪ
ΌうΜですよͶ，その時の気持ͪͬて言うのを」(a)と࿩し，
うつපに必要なέアを実践していながらも，その時にਏか
ͬたことなどはࢥい出せないことについて語ͬていた．さ
らに「はい，もうຓはおܑͪΌΜ大޷きで．」(a)というよ
うにʲうつの子どもに有用ײをײじさせる家଒の存在ʳと
「AࢢにみΜな（子どもたͪが）ډるので，ま͊たまに私
たͪが行ͬたら全員集合してくれるΜです，༡びに行ͬた
ら．全員でお৯事するΜですけど．」(c)などʲܧ続してい
る家଒成員間のܨがりʳが存在していた．
（ˎ）ȸ子̓͜が̠つ病に̹̭̈́̽と́࿿ၪする૶心ȹ
　このカテΰリーには，うつපױ者の家଒がʲ਌のかかわ
り方が子どものうつをটいたのではないかという৺配 ，ʳ
ʲうつපになͬてしまͬた子どもに対する同情ʳやʲ子ど
ものզຫڧさをҭΜでしまͬたことへの自責ײʳといͬた
子どもを༕う਌の৺情，ʲ ฏԺな生活をૹͬてくれさえす
ればよいというئいʳをر求する਌৺に関࿈した֓೦名が
含まれた．データとしては「෕਌の๫言がどうのこうのͬ
て言うから私その対応の࢓方がѱかͬたのかな，とかͬて
ࢥうΜですけど．」(b)「自分はずͬとզຫしてきたͬてい
うのがͻΐͬと出てきたΜです．」(c)などが語られていた．
（ˏ）ȸ̠つ病にచする家族の認েの変ယȹ
　うつපױ者の家଒は「1年以上は全く気づかなかͬたͬ
ていうか，本人もそのうつපͬていう自֮がなかͬたΜで
すよ」(e)というʲうつපͩと認識できなかͬた発ප当初ʳ
の状態からʲ ਫ਼ਆ科ප院とその治療に対する఍߅ײ やʳʲ う
つපが治らないのではないかというݒ೦ʳを๊きながらも
ප状に合わせて手୳りでέアを実践していた．その経աの
中で「でもそういうの（৸てばかりいたり，๫れて部԰が
ࢄཚした状態など）をどΜどΜݟていくうͪに私も෉もこ
の子は本当にਫ਼ਆ࣬ױなΜͩ，うつපなΜͩͬて本当にප
気なΜͩͬてその時ײじましたͶ．」(c)というようにʲう
つපͩと受けࢭめ͟るを得ない現実ʳを目の当たりにし，
ප状やうつපに関する情報を得るなど，受けࢭめる౒ྗを
していた．うつපの症状改ળに൐い家଒はʲうつපがշ෮
に向かͬているという実ײ すʳることができ，さらには「Կ
よりも身内の近い所にそういうの（うつප）がいたͬてい
うのは，൴ঁ（ຓ）にとͬてプラスͩͬたΜじΌないかな
ͬて，こういう人もいるΜͩͬていう現実としてͶ，理ղ
できるͬていう，理ղせ͟るを得ない状گがそこにあͬた
わけͩからさ，良かͬたとࢥうよ．とにかくษڧになͬた
ですよ，うΜ．」(d)というようにʲߠ定的にଊえようとす
る家଒のうつප体験ʳにࢸることができていた．その一方
で家଒は，ප状が安定した後もʲうつපが࠶発することへ
の৺配ʳを๊き続けていた．
ˎ）家族の̠つ病へのచੜ
（ˍ）ȸ̠つの病状に̵ࣣͩて਀ౝͤのケアを৘கするȹ
　うつපױ者の家଒は，「読みあさりましたよͶ．」 (b)な
どʲ書੶から得たうつに関する知識ʳを基に「とにかく私
は自分のできることは͝൧を作ることかなとࢥͬたので，
৭ʑߟえてそうしたらԿかあの༉，ڕの༉が良いよͬて言
われたらҿませたり，৭ʑそういうのに私は気をつけて，
はい．」(a)というようにʲප気の子の৯事とਭ຾への気遣
いと手厚いサポートʳや「雑誌なΜかが全部引きͪ͗ͬて
もう自分も切ͬたけれどもʜ中略ʜ部԰中がものす͝い状
態，๫れた状態で」(c)ʲ ةݥ物の管理と߈ܸੑに対応するʳ
やʲ物Իを立てないことや੠かけ時の気遣い ，ʳʲ うつの子
どもと行動や作業を共にするʳなどを実践していた．また
ʲうつの子どもの相ஊ相手や助ྗしてくれる家଒の存在ʳ
で示されたようにප状がѱい時に身の回りのおੈ࿩をして
くれるきΐうͩいや，਌に࿈བྷしてくれるきΐうͩいなど，
うつපへのέアを家଒成員間で࿈ܞして実践していたこと
がӐえた．
『家族成員間における不可避なぎく
しゃくした時間と不変的な繋がり』 
『子どもがうつ病になった
ことで憂慮する親心』 
 
うつ病うつがもたらす影響 
うつ病がもたらした影響への対処 
影響の方向 
『うつ病に対する家族の認識の変容』 
『地域社会との繋が
りで支えられる』 
『うつの病状に合わせて手探りのケアを実践する』 
『うつの子どもと
程好い距離を保つ』 
 
 
଎ˍ　 ̠ つ病が̹ͣ͜す影響と̷のచੜに関する΃ΞΌリ
ー間の関連଎
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うつපがױ者の家଒にもたらすӨڹとその対ॲについてʵうつපを有する子どもをもつ਌の語りからʵ
（ˎ）ȸ̠つの子̓͜と程ࢡいݻၗを༗つȹ
　家଒自身は「自分のできる範囲をしていますけどͶ．」
(e)のようにʲうつのප状にৼり回されա͗ない生活ʳを意
識していた．また「きͬとԿにもなかͬたらもͬとこうߟ
えࠐΜでいたかもしれないΜですけど，ଉ子のことばͬか
りもߟえてられなかͬたͬて言ͬたらѱいΜですけど，Կ
かそういうの（他の家଒のおݟ෣い）があͬたので，す͝
いࠔͬたͬて言うか．」(a)のような発言がฉかれ，ʲ 現実的
な੍໿がՄೳにする程޷いかかわりʳや，ʲ ಛ別なことは
せず気持ͪは཭さないという৺がけʳのように，「私はあ
Μまりよく分からないので，ී௨にしていたので，変わら
ずに．」(a)などが語られ，うつපになͬた後も発ප前と同
༷に「ಛ別なことはしていない」という認識で，家଒はう
つපの子どもと適度なڑ཭を保つという対ॲをしていた．
さらにʲうつであͬても子どもの自発ੑと意ࢥをଚॏʳが
含まれていた．
（ˏ）ȸ地域社会とのࠒがͤ́支えͣͦるȹ
　家଒はうつになͬた৬場の人や༑人などが身近におり，
ʲप囲のਫ਼ਆ࣬ױをもつ知人から学Ϳʳことやʲ医療機関
や所属先から得られる具体ࡦと理ղある࢟੎ʳというよう
に，ओ治医やリワーク（෮৬支援άループ）のスタッフや
メンόーなどから具体ࡦを教えてもらͬたり，サポートし
てもらͬたりしていた．また「（うつの子どもを）支えて
くれた༑ୡがいてくれて」 (d)「自分が調子ѱい時にԿも
しないけど๣にいてくれるͩけでいいͬて言う人がいるΜ
ͩͬたらʜ中略ʜ．」(c)などʲうつの子どもの๣にいて支
えてくれる࿀人や༑人の存在 ，ʳʲ ܜいの場としての৬場や
気੖らしとなるݘを介した人付き合いʳというように，う
つの子どもも他の家଒成員も，ࣾ会とそれͧれつながるこ
とができており，୭もݽ立していない状گがӐえた．
ᶜȅࣉ　　　ख़
　うつපがもたらすӨڹとその対ॲについて，本研究で得
られた知ݟについてߟ࡯し，その後にうつපױ者とその家
଒を対象とした看護への示ࠦについて述べる．
ˍȅ ̠ つ病が̹ͣ͜すΥ΄Ξィή̈́͜の̺け͉́̈́い家族
成֥間への影響
　うつපױ者の家଒の体験に関する先行研究では，家଒が
日ৗ生活上経験するࠔ೉な出དྷ事11）や配ۮ者が๊く負担要
Ҽ12）など，うつපが家଒にもたらすաࠅな状گについて報
告されており，本研究においても家଒間にִたりやෆ協和
Իをもたらすなど，うつපは家଒成員間の関係ੑにωΨテ
ィϒなӨڹをもたらしていた．しかしその一方で，うつප
をܖ機に਌子でまとまͬた時間をա͝すことによͬて今ま
で๊えてきた਌子間のෆຬについて࿩し合うことができ，
しこりとしてあͬたものが改ળするというプラスのӨڹを
もたらしていた．
　さらにうつපのӨڹを受け，家଒成員間の関係ੑが༳ら
いͩとしてもिに数回の電࿩࿈བྷや定期的に家଒全員で外
৯へ出かけるなどʲܧ続している家଒成員間のܨがりʳが
存在していた．これはʲ਌は๨れてしまう子どものうつで
のۤ労ʳやʲうつの子どもに有用ײをײじさせてくれる家
଒の存在ʳで示されたように，うつපの子どものέアに全
ྗでऔり૊Μͩ਌の࢟や，うつපに൐う大変さを水にྲྀせ
るような਌子関係の存在，うつපの家଒を「大޷き」「べ
ͬたりͩͬたΜです」と表現するほど家଒成員間の関係ੑ
が良޷であͬたことがഎܠとしてあͬたことがӨڹしてい
たとߟえる．
　したがͬてうつපは家଒にとͬて家଒成員間の関係ੑを
༳るがすة機の౸དྷであるՄೳੑは൱めず，ױ者ͩけでな
くその家଒にもうつපが家଒成員の関係ੑにもたらすӨڹ
について説明し，必要時家଒と共に࿩し合う機会をもつ必
要がある．たͩしその際に，家଒の大変さを労いつつ，う
つපが家଒成員間の関係ੑに対し必ずしもωΨティϒなも
のとして終始するわけではなく，家଒関係を޷転させるチ
ϟンスとなり得たり，うつපのӨڹによͬて動༳したとし
ても分断することのない確固たる関係ੑがஙかれている場
合もあることを医療৬者は೦頭にஔき，家଒とかかわる必
要があるとߟえる．
ˎȅ̠つ病を有する家族成֥と程ࢡいݻၗを༗つ
　本研究の家଒は発ප当初，自分の子どもがうつපͩと認
識できなかͬたものの，目の当たりにするප状やうつපに
関する情報を得るなどප気を受けࢭめる౒ྗをすることに
よͬて，最終的には子どもがうつපになͬたことをߠ定的
にଊえようと認識を変Խさせていた．໦村ら13）は家଒のう
つපに対する認識プϩセスとしてʲうつපͩとࢥいたくな
いஈ֊ʳから始まり最終ஈ֊がʲ治療に対してੵۃ的にࢀ
加するஈ֊ʳという3ஈ֊があることを報告している．し
かし，本研究の家଒はʲ治療に対してੵۃ的にࢀ加するஈ
֊ʳすなわͪうつのප状に合わせ手୳りでέアを実践する
ͩけにとどまらず，症状の改ળに൐いʲうつがշ෮に向か
ͬているという実ײʳを体験し，「その期間（うつපにな
ͬた）が必要ͩͬたのかͶ，みΜなに」（e）「身内の近いと
こΖにそういうの（うつප）がいたͬていうのは，൴ （ঁຓ）
にとͬてプラスͩͬたΜじΌないかなͬて」 (d)というよ
うにʲߠ定的にଊえようとする家଒のうつප体験ʳにまで
ࢸることができていた．Serge14）は「ͻとつの出དྷ事に意
ຯを༩えるためには，出དྷ事からいくらかڑ཭をおいて，
その出དྷ事に意ຯを添える必要がある」と述べている．本
研究の家଒がզが子のうつප体験に前向きな意ຯを付༩す
ることができたのは，ප状がշ෮に向かͬているױ者の家
଒であͬたことに加え，ʲ 現実的な੍໿がՄೳにした程޷
いかかわり とʳʲ 子どものප状にৼり回されա͗ない生活ʳ
をૹͬており，うつපの子どもとその家଒は物理的ないし
৺理的なڑ཭をおいていたことがޭを૗していたのではな
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いかとਪ࡯する．ではなͥ今回の家଒がうつපの子どもと
物理的ないし৺理的なڑ཭をおくことができたのか，それ
はզが子がうつපになͬたことによͬて家଒は動༳しなが
らもʲಛ別なことはせず気持ͪは཭さないという৺がけʳ
やʲうつであͬても子どもの自発ੑと意ࢥをଚॏするʳと
いうように，うつපになͬたからといͬて態度を一変させ
ることはしていなかͬたためである．それがՄೳであͬた
のはʲप囲のਫ਼ਆ࣬ױをもつ知人から学Ϳʳやʲうつの子
どもの๣にいて支えてくれる༑人や࿀人の存在ʳで表され
たように，今回の家଒はうつපをಛ別ࢹしていなかͬたた
めに従དྷ௨りの家଒関係が存在し，ਫ਼ਆපを๊えるप囲の
人ʑからも఍߅なく৭ʑな学びを得ることができており，
うつපの子どもも他の家଒成員も発ප以前と変わらずに受
け入れられ，地域ࣾ会とのܨがりをܧ続させることができ
ていたためとߟえる．
　したがͬて，うつපױ者の家଒はうつපの家଒成員と物
理的ないし৺理的なڑ཭をおくことがうつපというපをߠ
定的に受けࢭめるためには必要とߟえられ，そのために家
଒は地域ࣾ会とつながͬていることが有利にはたらくՄೳ
ੑがあり，医療৬者はීஈからਫ਼ਆ࣬ױに対するಛ別ࢹや
఍߅ײをܰݮさせるための地域に向けたかかわりが必要と
言える．
ˏȅ地域社会とつ̈́がる̭と́خ能と̹̈́̽໅担の分८
　本研究の家଒は৯事など生活໘へのέアからةݥ物の管
理，շ෮܏向にある時期は૟আや認知療法などうつපを有
する子どもと一ॹにऔり૊む体験をしていた．しかし，家
଒はέアの実践に൐う大変さについて「ࢥい出せない」と
いう語りや，うつපに必要なέアを実践していながらも，
「ී௨にしていた」という認識で，うつපへのέアをࠔ೉
な出དྷ事や負担として認識していなかͬた．
　一方，先行研究ではうつපױ者の家଒の負担として，45
ˋがਂࠁな負担を๊えていたことが報告されており15），έ
ア提ڙ者らは日ৗ生活においてڧい੍໿やそれに関࿈する
ݽಠや൵しみ，同情としてප気を体験していたこと16）や，
ࣾ会的ݽ立や支援のܽ೗をײじていたこと17）が報告されて
いる．このように先行研究では，うつපに関する相ஊ相手
がいなかͬたことや家଒自身の生活が੍限されており，ݽ
立を༨ّなくされていたのに対し，本研究では家଒同࢜で
έアを分担していたͩけでなく，うつපの子どもの๣には，
支えてくれる༑人や࿀人，所属先からのサポートというよ
うに，うつපの子どももその家଒もࣾ会とつながることが
できており，ݽ立していなかͬたことがӐえた．
　以上のようにうつපױ者の家଒は，地域ࣾ会とܨがり続
けることによͬて，家଒成員や༑人࿀人らとうつපに൐う
έアを分担することができ，負担を分ࢄさせるという対ॲ
を意図せずに実践していたとߟえる．
ːȅ看護へのাऐ
　中村ら18）によるとうつපױ者の家଒に対し看護師は，家
଒のセルフέア機ೳをߴめる目的で相ஊ的໾ׂおよび教ҭ
的໾ׂを担う必要があると述べている．確かに，うつපは
家଒成員間の関係ੑや家଒の৺理的ଆ໘にӨڹをもたらす
ことから，看護師が相ஊ的໾ׂや教ҭ的໾ׂを担う必要が
ある．しかし，今回得られた知ݟにより看護師は，うつප
ױ者とその家଒が地域とܨがり続けられるようなかかわり
をױ者の家଒ͩけでなく，地域ࣾ会に向けても情報発信し
ていく必要がある．また，うつපױ者の有する対人関係の
ಛ௃は家଒ͩけでなく，日ৗ生活支援を௨してかかわるこ
とのଟい看護師にもӨڹをもたらしていることが先行研
究９）において示ࠦされている．したがͬて看護師自身もう
つපױ者の看護を実践する際に，うつපはױ者ʵ看護師関
係にωΨティϒなӨڹをもたらしやすいと同時に，関係ੑ
を޷転させるՄೳੑをൿめていること，うつපのӨڹを受
けたとしてもܧ続できるようなױ者看護師関係を初期から
ஙく౒ྗをする必要があるとߟえる．
ᶝȅࠫ　　　論
　うつපは，家଒成員間の関係ੑにωΨティϒなӨڹͩけ
でなく，プラスのӨڹももたらしていた．また家଒の自責
ײや同情など子どもを༕う਌の৺情や，家଒のうつපに対
する認識にも，うつපͩと認識していなかͬた状態からう
つපをߠ定的なものとしてଊえようという認識に変Խさせ
るといͬたようにӨڹしていた．
　うつපױ者の家଒が実践していた対ॲとしては，うつප
に൐うέアの大変さをʠ๨れるʡもしくは負担として認識
していなかͬたことに加え，家଒成員間や地域ࣾ会とܨが
り続けることによͬてέアの分担や࿈ܞを図るというよう
にうつපのέアに൐う負担を分ࢄさせることを実践してい
た．さらにうつපױ者の家଒は，うつපの子どもと適度な
ڑ཭を保持することによͬて自分の生活と家଒成員間の関
係ੑをܧ続させることができたり，子どもがうつපになͬ
たこと自体にߠ定的な意ຯを付༩させることができたりし
ていた．
ᶞȅ研究のࡠٮ
　研究の限քとして，今回協ྗの得られた家଒はうつපへ
のέアがうまくいͬている家଒であͬたため，一般Խする
には限քがある．
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